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 日 時 令和５年１月２３日（火） 
     開会１５時３５分  閉会１５時５８分 
 

 場 所 教育委員室 
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    令和４年度 
      第２０回大分県教育委員会 
 
 
 

【議 事】 
 
（１）報 告 

   ① ＯＩＴＡふるさと学習交流会の実施報告について 

 

（２）協 議 

① 令和５年度大分県教育委員会の組織改正について 

 

（３）その他 
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【内 容】 
 
１ 出席者

   

教育長                    岡 本 天津男 
委 員 委 員（教育長職務代理者）          林   浩 昭 

委 員                                       岩 崎 哲 朗 
        委 員                                       高 橋 幹 雄 
      委 員                                       鈴 木   恵 
      委 員                    岩 武 茂 代 
       

事務局  理事兼教育次長                               渡 辺   登 
教育次長                                     三 浦 一 雄 

        教育次長                                     内 海 真理子 
      参事監兼義務教育課長             武 野   太 
      教育改革・企画課長              重 親 龍 志 
      教育人事課長                 大 和 孝 司 

教育改革・企画課 主幹（総括）               新 貝   隆 
        教育改革・企画課 主査                       得 丸 祐 輔 
      教育改革・企画課 主任                       安 長 理 生 
 
 
 

２ 傍聴人                            １ 名    
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開会・点呼 
（岡本教育長） 
   委員の出席確認をいたします。 

本日は、全委員が出席です。 
それでは、ただ今から、令和４年度第２０回教育委員会会議を開催します。 

 
 

署名委員指名 

（岡本教育長） 
   本日の議事録の署名については、岩武委員にお願いします。 

 

 

会期の決定 

（岡本教育長） 
本日の会議はお手元の次第のとおりです。会議の終了は１５時５０分を予定し

ていますので、よろしくお願いします。 
 

 

議       事 

（岡本教育長） 

   始めに、会議は原則として公開することとなっていますが、協議①は、人事に

関する案件ですので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項

ただし書の規定により、これを公開しないことについて、委員の皆さんにお諮り

いたします。 

   賛成の委員は挙手をお願いします。 

 

（採 決）全員挙手 

 

（岡本教育長） 

   協議①については、非公開といたします。 

 

（岡本教育長） 

   本日の議事進行は、始めに公開による議事を行い、次に非公開による議事を行

います。 
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【報 告】 

① ＯＩＴＡふるさと学習交流会の実施報告について 

（２課〔教育改革・企画課、義務教育課〕入室） 
 

（岡本教育長） 
それでは、報告第１号「ＯＩＴＡふるさと学習交流会の実施報告について」義

務教育課長から説明をしてください。 
 
（武野参事監兼義務教育課長） 
   令和４年１２月１７日（土）に別府ビーコンプラザにて開催した「令和４年度

ＯＩＴＡふるさと学習交流会」について報告いたします。 

【スライドを用いて説明】 
ＯＩＴＡふるさと学習交流会の目的は、生徒が地域のよさや魅力、課題を発見

し、持続可能な地域の在り方について考えること、また、ふるさと学習を通して

学んだことを自らの生活や行動に生かそうとする生徒を育成するために、令和２

年度から実施しております。 

令和２年度及び令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、オン

ラインによる実施となりました。令和４年度については、感染症対策を行いなが

ら、県内の発表校１１校が一堂に会し、開催しました。 

参加校と発表内容について、ステージ発表では、資料に記載の６校がプレゼン

テーションソフトを用いて発表を行いました。例えば、中津市立本耶馬渓中学校

は、地域貢献のために、地域で唯一の食料・日用品店の立て看板を作成し、店先

に設置することで、活気ある雰囲気の取組について発表しました。別府市立別府

西中学校は、地域の魅力をＣＭにまとめ、外国の方にＰＲする活動を行ったこと

を、写真や動画など使いながら発表しました。 

ポスター発表では、資料に記載の５校が発表を行いました。津久見市立第二中

学校は、職場体験活動を通じて感じた、ふるさとへの思いを発表しました。竹田

市立都野中学校は、伝統行事の後継者不足等の課題解決に向けて、神楽に取り組

んだことなどを発表しました。また、発表に対して、積極的に質問したり、意見

を述べたりする生徒の姿が見られました。 

ステージ発表及びポスター発表終了後に「他校の発表を聴いて、さらに自分た

ちにできることはないか」という視点でディスカッションを行いました。生徒の

感想を資料に記載していますが「同じ地域をＰＲする活動でも、観点や表現の仕

方が違っていて面白かった」「大分のことをわかっているつもりになっていたが、

もっとふるさとについて知り、考え、行動に移していきたい」「他校の発表を聴

いて、もっとできることがたくさんあることがわかった」など、今後の自分たち

の活動のヒントを得たり、学びに向かう意欲を高めたりすることができていまし

た。 

なお、教育庁チャンネルには佐伯市立東雲中学校の取組を取り上げ、一般公開
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する予定になっております。年度内には公開ができると聞いていますので、ご覧

をいただければと思います。 

来年度からは、ふるさと学習交流会をさらに発展させ、県内の中学校６校を指

定し「大分っ子『未来創造プロジェクト』」の実施を予定しています。学校と地

域の産業界等が連携し、ＰＲ活動や商品開発等の行動を伴った探究的な学習に取

り組みます。活動後は、成果発表会を実施し、互いの取組を紹介するとともに、

各学校の取組をリーフレットにまとめて、県内の中学校に配付し、大分県全体の

さらなるキャリア教育の充実に繋げていきたいと考えております。 

説明は以上です。 

 
（岡本教育長） 

ご質問・ご意見はありませんか。 
 
（髙橋委員）  

非常に良い取組だと思います。グローバル人材の育成といわれているなかで、

子どもたちが地域に関する文化的なスキルを高めることができたら、海外に行っ

た際に日本の良さなどをアピールにできると思っていたので、今後も今回のよう

な取組を重視してください。 
 
（林委員） 
   県内の６校を指定するということですが、どのように指定していますか。 

また、これまでも様々な中学校において先進的に取り組んでいるかと思います

が、そのような取組はどのように評価していますか。 
 
（武野参事監兼義務教育課長） 

学校の指定については、基本的には県内の様々な地域から指定するという観点

から、教育事務所管内から指定するという形にしております。 
また、評価については、各学校の生徒のみならず、地域や保護者からも高い評

価を得ています。そのような取組については、県内全体に、教育庁チャンネルや

県のホームページなどを活用して広めていきたいと考えております。 
 
（岡本教育長） 

指定については、各教育事務所管内から一校ずつということですか。 
 
（武野参事監兼義務教育課長） 

そのとおりです。 
 
（鈴木委員）  

ふるさと学習については、小中学校で必ず実施していると思います。今回の交

流会に選ばれなかった学校でも、良い内容の取組をしているので、交流会以外の
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場で発表の機会があるといいと思います。新型コロナの関係で発表する場がなか

ったこともあり、学校の中では評価されていても、保護者や地域の方が見ること

ができていない現状がたくさんあります。例えば、学校のホームページにアップ

し、地域に発信すると、取組が評価され、認められると思います。学校の外に発

信していかないと、何のためにやっているのか、目的が分からなくなってしまい

ます。今回の交流会のような大きな舞台も必要ですが、学校ごとに発表するよう

な取組を推進してもらえると良いと思います。 
 
（武野参事監兼義務教育課長） 
   委員のご指摘のとおりです。今回の交流会には、別府市の教育長が参観されて

おり「いい取組をしているので、是非市単位でも実施したい」ということをおっ

しゃっていました。地域ごとに、全ての子どもたちが発表できるような場ができ

るといいと思っています。学校ごとの取組としては、これまでは発表する場がな

かったので、文化祭などで発表する場を設けるように働きかけていきたいと思い

ます。 
 
（林委員） 
   今回の取組をファシリテートするような大学の研究者はいますか。 

大学の研究者などを巻き込んで、今回の取組がより高いレベルに上がるような

取組にするといいと思います。 
 
（武野参事監兼義務教育課長）  

現段階では、大学の研究者のファシリテートについては、考えていませんが、

来年度実施予定の「大分っ子『未来創造プロジェクト』」では、企業と連携をし

ますので、企業の専門家に話を聞きたいと思っています。そのなかで、発信の仕

方などについて研究をしていきたいと思っています。 
 
（林委員） 
   県内には様々な取組をされている方がいて、そのような方のところに高校生や

大学生になると、訪問したりするので、是非検討をお願いします。 

 
（岡本教育長） 

   それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、公開の議

事でその他、何かありますか。 

 

（岡本教育長） 

   では、非公開の議事を行いますので、傍聴人は退出してください。 
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【協 議】 

① 令和５年度大分県教育委員会の組織改正について 

（２課〔教育改革・企画課、教育人事課〕入室） 
 
（岡本教育長） 
   次に、協議第１号「令和５年度大分県教育委員会の組織改正について」教育改

革・企画課長から説明をしてください。 
 

（説 明） 
 
（岡本教育長） 

ご質問・ご意見はありませんか。 
 

（質問・意見） 

 

（岡本教育長） 

今回の協議の結果を踏まえ、準備を進めていきます。 
 
（岡本教育長） 

最後にその他、何かありますか。 
それでは、これで令和４年度第２０回教育委員会会議を閉会します。 
ありがとうございました。 


